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支援機器 Multigrip michelangelo prosthetic 
分類(ISO9999) 6 
試験相 2 
研究仮説（目的） 
の概要 

手先の器用さとＡＤＬ実行の容易さの改善と共に社会的相互作用とより大きな満足感の改善が
得られる 

研究デザイン 群内比較（クロスオーバー） 
障害・疾患 切断 
対象者・数 障害者６人（男性、経橈骨動脈レベルの切断） 
主要アウトカム SHAP、BBT、MMDT、DASH 
副次アウトカム 1 HADS 
副次アウトカム 2 ABIS 
副次アウトカム 3 EuroQol アンケート 
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 M 義手を使用後３か月で機能評価改善が得られた。外観もよく、抗うつ症状を示さなかった。 
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